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月
の
テ
ー
マ
「
平
」
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こ
れ
ま
で
の
テ
ー
マ



本
日
の
予
定

一
山
場
と
平
場 

二
ハ
レ
と
ケ 

三
ハ
レ
・
ケ
・
ケ
ガ
レ 

四
ハ
レ
と
ケ
ガ
レ 

五
ハ
レ
と
ケ
ガ
レ
の
リ
ズ
ム 

六
ケ
と
は
？ 

七
ケ
の
暮
ら
し 

八
ケ
ジ
メ 

九
ツ
ル
ギ
と
タ
チ



山
場
と
平
場

山
場
（
佳
境
）

平
場

ハ
イ
ラ
イ
ト

ロ
ー
ラ
イ
ト

酣
（
た
け
な
わ
）

闌
（
た
け
な
わ
）

非
日
常

日
常

物
事
の
真
っ
盛
り

半
ば
過
ぎ
、
遅
い



匠
と
祭

コツコツと同じ作業を何度も繰り返す匠の技と子供の遊び
日々の仕事と晴れ舞台



ハ
レ
と
ケ

柳田國男 
1875.7.31-1962.8.8 
民俗学者

ハ
レ
　  
ケ

霽

褻

定義が決着しない

晴
着

褻
着

非
日
常

日
常



ハ
レ
・
ケ
・
ケ
ガ
レ

波
平
恵
美
子 

　
ケ
ガ
レ…
リ
ミ
ナ
リ
テ
ィ
（
ど
っ
ち
つ
か
ず
な
状
態
） 

　
　
　
　
　
死
、
お
産
、
月
経 

　
　
　
　
　
聖
と
俗
の
対
置
関
係 

　
　
　
　
　
ハ
レ＝

曖
昧
　
　
ケ
ガ
レ＝

具
体
的 

　
ケ
ガ
レ→

病
い→

祓
い

桜
井
徳
太
郎 

　
ハ
レ
と
ケ
（
衣
食
住
）
、
ケ
ジ
メ
を
つ
け
る 

　
区
切
り
：
オ
リ
メ
、
フ
シ
メ
、
セ
チ
ビ
、
モ
ノ
ビ 

　
　
　
　
　
飢
饉＝

ケ
カ
チ
　
田
植
え＝

ケ
ツ
ケ 

　
二
毛
作
の
毛＝

気＝

ケ 

　
ケ≒

気→

気
枯
れ 

　
気＝

気
力
、
精
力
、
生
命
力

文
化
人
類
学
者 

お
茶
の
水
女
子
大
学
名
誉
教
授

民
俗
学
者 

駒
澤
大
学
名
誉
教
授



ハ
レ
・
ケ
・
ケ
ガ
レ

宮
田 
登 

　
ケ＝

気
、
毛
（
植
物
に
も
通
じ
る
） 

　
か
れ
る＝

枯
れ
る
、
離
れ
る 

　
気
枯
（
離
）
れ→
け
が
ら
は
し
、
け
が
ら
ひ 

　
気
病
む→

病
気

坪
井
洋
文 

　
ハ
ル
：
天
皇
の
宮
廷
で
の
交
代 

　
ハ
レ
：
民
衆
の
お
祝
い
、
家
族
以
外
と
の
食
事 

　
ケ
　
：
家
族
で
の
食
事

谷
川
健
一 

　
セ
ジ
（
霊
力
）＝

ケ＝

マ
ナ 

　
せ
だ
か
こ＝

セ
ジ
高
き
人＝

気
高
き
人 

　
セ
ジ
高
い＝

気
高
い 

　
外
側
か
ら
人
ま
た
は
物
に
く
っ
つ
い
た
霊
力

民
俗
学
者 

筑
波
大
学
名
誉
教
授

民
俗
学
者 

國
學
院
大
學
助
教
授

民
俗
学
者
・
地
名
学
者 

近
畿
大
学
教
授



ハ
レ
と
ケ
ガ
レ

ハレとケの対比

ハ
レケ

❌

ハレとケガレの対比

ハ
レ

ケ
ガ
レ

⭕

桜
井
徳
太
郎 

「
だ
か
ら
、
ハ
レ
は
決
し
て
到
達
地
点
で
は
な
い
、
プ
ロ
セ
ス
の

一
こ
ま
な
ん
で
あ
っ
て
、
本
当
は
ケ
な
ん
だ
、
ケ
が
基
本
だ
と
い

う
ね
。
」

谷
川
健
一 

「
そ
し
て
ケ
が
だ
ん
だ
ん
昂
進
し
て
い
く
と
、
あ
る
段
階
で
ハ
レ

の
ほ
う
に
移
行
し
て
い
く
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
て
。
（
中
略
） 

ケ
ガ
レ
を
回
復
す
る
た
め
に
ハ
レ
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
ケ
の

の
ぼ
り
詰
め
た
と
こ
ろ
に
ハ
レ
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い

く
わ
け
で
す
。
」



ハ
レ
と
ケ
ガ
レ
の
リ
ズ
ム

ハラヒ（張霊）

ハラヒ

ケカレ
ケカレ（気離）

ケカレ

はる なつ

あき ふゆ

張 成

空 増

芽 花 実 種

ケ（気）

朝 昼 夕 夜

四気

生命

陽

陰

太陽

夏
至

冬
至

彼
岸

彼
岸



ケ
と
は
？

ケ＝
気…
上
代
特
殊
仮
名
遣 

乙
類

甲
類
：
祁 

家 

計 

係 

價 

結 

鶏

乙
類
：
気 

既 

毛 

飼 

消

甲
類
：
支
伎
岐
企
棄
寸
吉
杵
來

乙
類
：
貴
紀
記
奇
寄
忌
幾
木
城

キ

ke

kai

<

kar

<

奈良時代

弥生時代

ケ

マ
ナ ＝

セ
ジ＝

霊
力 

生
命
力 

気
力 ＝

発
音

呉
音 : 

ケ 

漢
音 : 

キ

＝意識



ケ
の
暮
ら
し

ケ

…
後
に
漢
字
「
褻
」
が
当
て
ら
れ
た

あ
さ
げ
、
ひ
る
げ
、
ゆ
う
げ

食
事
の
時
間＝
ケ
時

満
足
の
で
き
る
食
事 

平
穏
無
事
な
暮
ら
し

食
物
が
豊
富
に
あ
る
状
態＝

ケ



ケ
の
暮
ら
し

気
が
置
け
な
い 

気
が
重
い 

気
が
勝
つ 

気
が
利
く 

気
が
差
す 

気
が
知
れ
な
い 

気
が
進
ま
な
い 

気
が
済
む 

気
が
す
る 

気
が
急
く 

気
が
そ
が
れ
る 

気
が
立
つ 

気
が
小
さ
い 

気
が
散
る 

気
が
尽
き
る 

気
が
詰
ま
る 

気
が
遠
く
な
る 

気
が
咎
め
る 

気
が
無
い 

気
が
長
い

気
が
抜
け
る 

気
が
乗
る 

気
が
早
い 

気
が
張
る 

気
が
晴
れ
る 

気
が
引
け
る 

気
が
減
る 

気
が
紛
れ
る 

気
が
回
る 

気
が
短
い 

気
が
向
く 

気
が
揉
め
る 

気
が
若
い 

気
に
掛
か
る 

気
に
掛
け
る 

気
に
食
わ
な
い 

気
に
障
る 

気
の
所
為 

気
の
病 

気
は
心

気
を
入
れ
る 

気
を
失
う 

気
を
落
と
す 

気
を
兼
ね
る 

気
を
利
か
せ
る 

気
を
砕
く 

気
を
遣
う 

気
を
尽
く
す 

気
を
付
け 

気
を
取
り
直
す 

気
を
抜
く 

気
を
呑
ま
れ
る 

気
を
吐
く 

気
を
張
る 

気
を
引
く 

気
を
回
す 

気
を
持
た
せ
る 

気
を
揉
む 

気
を
許
す 

気
を
良
く
す
る



ケ
の
暮
ら
し

気
化 

気
息 

気
絶 

気
勢 

気
味 

気
魂 

気
配 

気
位 

気
体 

気
相 

気
孔 

気
色 

気
球 

気
風 

気
道 

気
温 

気
管 

気
迫

病
気 

蒸
気 

生
気 

熱
気 

冷
気 

正
気 

邪
気 

外
気 

悪
気 

鋭
気 

換
気 

強
気 

弱
気 

天
気 

景
気 

才
気 

士
気 

臭
気

火
気 

殺
気 

活
気 

習
気 

和
気 

堅
気 

排
気 

湯
気 

脚
気 

健
気 

塩
気 

眠
気 

食
気 

湿
気 

汁
気 

寒
気 

毒
気 

妖
気

気
丈 

気
象 

気
候 

気
品 

気
分 

気
転 

気
密 

気
力 

気
運 

気
泡 

気
圧 

気
軽 

気
弱 

気
安 

気
楽 

気
短 

気
長

勇
気 

陽
気 

夜
気 

男
気 

女
気 

水
気 

磁
気 

意
気 

覇
気 

狂
気 

短
気 

酒
気 

運
気 

乱
痴
気



罵
詈
雑
言
の
気

気
障
服
装
・
態
度
や
物
の
言
い
方
な
ど
が 

気
取
っ
て
い
て
嫌
味
な
こ
と
。 

「
気
障
り
」
の
約
。

気
色
悪
い
人
物
に
対
し
て
抱
く
気
分
が
悪
い
。 

江
戸
で
は
「
気
分
」
と
言
っ
た
。

け
ち

金
銭
や
品
物
を
出
し
惜
し
み
す
る
こ
と
、 

ま
た
そ
の
よ
う
な
人
を
罵
る
言
葉
。 

ま
た
、
品
物
の
貧
弱
な
こ
と
、
不
景
気
な
こ
と 

不
吉
な
こ
と
を
も
言
う
。 

元
来
は
忌
ま
わ
し
い
こ
と
を
言
っ
た
よ
う
だ
。

＜

太
平
記＞

匿
地
と
訓
り
。 

ケ
チ
は
カ
ク
レ
路
の
義
。 

源
氏
物
語
な
と
に…

ケ
チ
は
結
の
音
也
。



ケ
ジ
メ

節
目

シ
メ

し
め
縄

＝

結
界

神

人

陰
極
陽
転
、
陽
極
陰
転



ツ
ル
ギ
と
タ
チ

連気

片刃（かたな）諸刃（もろは）

断ち気

むすび ひらき



ハ
レ
と
ケ
ガ
レ
の
リ
ズ
ム

ハラヒ（張霊）

ハラヒ

ケカレ
ケカレ（気離）

ケカレ

ケ（気）

幸魂 
愛／幸福

和魂 
親／調和

荒魂 
勇／活動

奇魂 
智／霊感

陽

陰

四魂

ゆ
ら
ぎ

むすぶ ひらく むすぶ ひらく
うつうつ



ゆ
ら
ぎ
と
気
の
増
幅

ひ ： 光 / 火 / 太陽  

ふ ： 風 / 産物 / 振動 

み ： 水 / 密 / 分子構造 / 実体化 

よ ： 世 / 地球 / 物質世界 

い ： 命 / 出ずる / 原始生命の誕生 

む ： 蟲 / より複雑な進化 

な ： 魚 / 肴 / エネルギーを取り込む 

や ： 弥栄 / 繁栄 / 霊的に高度な生命 

こ ： 旧 / 究 / 混沌 / 終末 

と ： 陰陽 / 生死

pitə 

puta 

mi 

yə 

itu 

mu 

nana 

ya 

kəkənə 

(pi)tə-wo

古代の発音

ひ
ふ
み
よ
い
む
な
や
こ
こ
の
た
り 

ふ
る
べ
　
ゆ
ら
ゆ
ら
と
　
ふ
る
べ

布
瑠
の
言



IESVS NAZARENVS REX IVDAEORVM 
ユダヤ人の王、ナザレのイエス

ひ 
ふ 
み 
よ 
い 
む 
な 
や 
こ 
と

沖津鏡 
辺津鏡 
八握剣 
生玉 
死返玉 
足玉 
道返玉 
蛇比礼 
蜂比礼 
品物之比礼

主が唯一の神である 
偶像を作らない 
神の名をみだりに唱えない 
安息日を守る 
父母を敬う 
殺人をしない 
姦淫をしない 
盗まない 
隣人について偽証しない 
隣人の財産をむさぼらない

不殺生 
不偸盗 
不邪婬 
不妄語 
不綺語 
不悪口 
不両舌 
不慳貪 
不瞋恚 
不邪見

ケテル：王冠 
コクマー：知恵 
ビナー：理解 
ケセド：慈悲 
ゲブラー：峻厳 
ティファレト：美 
ネツァク：勝利 
ホド：栄光 
イェソド：基礎 
マルクト：王国 
（ダアト：知識）



何
気
な
い
日
常

仲井菊雄 
1872.10.27-1941.4.1 

文学者

一
つ
起
き
ら
ば 

二
つ
立
ち 

三
た
び
散
歩
へ 

善
き
日
か
な 

意
気
込
み
入
れ
て 

無
我
夢
中 

何
事
も
な
く 

や
れ
や
れ
と 

食
う
も
忘
れ
て 

床
に
つ
く 

あ
ゝ
何
気
な
く 

日
々
何
気
な
く『

仲
井
菊
雄
詩
集
』 

　
　
　
　
と
お
つ
日
々








